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・　ユーモア賞を受賞！グ

　7月10日（日）にユーモールで「エンジョイか

らおけまつり」が行なわれました。会場には

約300人の観客が集まり、すばらしい歌に酔

いしれていました。

この広報紙は、再生

紙を使っています。
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　7月24臼（日）、第18回を迎えた村民体育大会が中里

中学校グランドで行われました。

今年もギラギラと照りつける太陽の下、幼児から

お年寄りまでが一丸となってチームのためにパワー

を全開にして競技と応援に汗を流しました。

開始皐々から応援に熱が入り、競技では各チーム

から選抜された選手が白熱した戦いを繰り広げた中、

みごと第2チームが優勝旗を手にしました．

また、審査員が困ったという応援賞は、各チーム

とも色あざやかな衣装をまとい、趣向をこらした応

援含戦が行われた中、最優秀賞に2年連続で第5チ

ームが選ぱれました。

☆競技の部

第維位第2チーム

第2位第4チー為

第3位第6チーム
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第4位　第糧チーム

第5位第3チーム
第6位第5チーム
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健康で生活をおくるということが一番幸せのことだと思います。日頃から健康

管理に注意して、医療費の増加と国保税の増加にストップをかけましょう。

国
保
の
現
況

　
現
在
、
村
の
人
口
の
約
四
割
二
、
六

七
五
人
が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
は
、
社
会
保
険
加
入
等
で

年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
医
療
費

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
口
高
齢
化
の
進
行
、

疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療
技
術
の
進

歩
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
等
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
健
康
を
さ
さ
え
る
国
保
は
医
療
保

険
の
中
核
を
な
す
制
度
で
す
が
、
い

つ
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
制
度
へ

の
正
し
い
理
解
と
利
用
を
心
が
け
ま

し
よ
》
フ
。
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（単位：人表①被保険者の年次推移（年間平均）

元　年 2　年 3　年 4　年 5　年
若人 2，697 2，469 2，254 2，064 2，013

老人 573 569 543 538 531

退職 116 125 131 124 119

計 3，386 3，163 2，928 2，726 2，663

被保険者の年次推移（年間平均）

表②医療費（療養の給付、療養費の合計費用額）の年度別推移

琵集 欝　隼 ＄　集 4　集 5　集

藩火 371，540 376，297 366，238 364，109 379，933

老火 282，371 280，860 317，219 312，434 296，151

退職 24，626 28，895 34，986 53，572 38，020

計 678，537 686，052 718，443 730，115 714，104
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の
年
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推
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年度別医療費の推移
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平成元年　　平成2年　　平成3年　　平成4年　　平成5年0

16000
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国
保
税
籔
藩
鐵
欝
に
？

　
国
保
は
、
助
け
合
い
の
精
神
に
も

と
ず
い
て
、
加
入
者
の
万
一
の
病
気

や
ケ
ガ
、
事
故
な
ど
に
か
か
る
医
療

費
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
国
保
に
加
入
す
る

と
そ
の
財
源
と
し
て
保
険
税
を
お
さ

め
る
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
病
院
や
診
療
所
な
ど
の
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
を
除
き
、
国
保
で
必

要
と
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
国
な
ど
か

ら
の
補
助
金
を
除
い
た
も
の
が
保
険

税
で
す
。

国
保
灘
縢
遷
蜀
搬
建

　
　
　
　
　
灘
灘
欝
灘
蒙
す

　
保
険
税
は
次
の
四
種
類
の
項
目
に

つ
い
て
、
世
帯
ご
と
の
負
担
額
を
計

算
し
合
計
し
た
も
の
が
国
保
税
と
な

り
ま
す
。

・
所
得
割
額

各
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
計
算

・
平
等
割
額

一
世
帯
に
い
く
ら
と
計
算

・
均
等
割
額

各
世
帯
の
加
入
者
に
応
じ
て
計
算

・
資
産
割
額

各
世
帯
の
漿
産
に
応
じ
て
計
算

国
保
爆
菰
鎌
藏
鞍
荻
は

　
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活
保
護
．

を
受
け
て
い
る
世
帯
以
外
の
人
は
、

す
べ
て
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に

な
り
ま
す
。

国
保
傭
鞭
灘
犠
藩
灘
き
は

　
国
保
の
加
入
ま
た
は
や
め
る
と
き

は
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に
十
四
日

以
内
に
届
出
を
行
い
ま
し
よ
う
。

　
屈
出
が
遅
れ
る
と
次
の
よ
う
に

ー
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
わ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

2
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な

　
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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3
、
医
療
費
を
あ
と
で
返
さ
な
い
と

　
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
保
繕
綴
鎌
織
莚
い
る
と

次
の
緩
懲
難
箋
懲
灘
れ
ま

す◇
療
養
の
給
付

　
　
一
般
の
被
保
険
者
は
三
割
の
自
己

負
担
（
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
者

は
二
割
又
は
三
罰
）
で
受
け
ら
れ
ま

す
。・
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

・
歯
の
治
療
を
受
け
た
と
き

◇
療
養
費
の
支
給

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
と
り
あ
え

ず
全
額
を
自
己
負
担
し
、
あ
と
で
申

請
す
れ
ば
そ
の
七
割
（
退
職
者
医
療

制
度
の
適
用
者
は
八
割
又
は
七
割
）

が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ

　
ト
な
ど
。

・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
き
ゅ
う
の

　
施
術
料
。

・
急
病
な
ど
で
や
む
を
え
ず
保
険
証

　
を
持
た
ず
に
医
者
に
か
か
っ
た
と

　
き
。
・
そ
の
他

一
◇
現
金
給
付

・
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
助

　
産
費
と
し
て
一
定
の
金
額
が
支
払

　
わ
れ
ま
す
。

・
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
・

　
葬
祭
費
と
し
て
一
定
の
金
額
が
支

　
払
わ
れ
ま
す
。

高
額
纏
難
嚢
灘
覆
と
は

　
病
気
が
長
び
い
た
り
入
院
し
た
場

合
、
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
で

さ
え
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
同
じ
月
に
、
同
じ
被
保
険
者
が
、

同
じ
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
支
払
っ

た
一
部
負
担
金
が
六
三
、
○
○
○
円

を
超
え
た
場
合
に
そ
の
超
え
た
分
が

申
請
に
よ
り
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ

る
の
が
高
額
療
養
費
制
度
で
す
。

1
、
六
三
、
○
○
○
円
を
超
え
る
一

　
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合

　
同
じ
月
に
、
同
じ
被
保
険
者
が
、

同
じ
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
支
払
う

自
己
負
担
金
額
が
六
三
、
○
○
○
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
三
五
、
四

〇
〇
円
）
を
超
え
た
場
合
に
そ
の
差

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

嚢
維
、
額

　
0
0
円
　
呂
税
税
の
者

　
M
　
民
課
簸

　
3
　
　
　
住
非
世
被

「
ー
自
己
負
担
限
度
額
I
」

難
給
額

自63，000
己　　　円
負
担
限
度
額　　3
一般の
被保険者

一
雛
難
獺
饗
灘
叢

2
、
世
帯
合
算
が
で
き
る
場
合

　
同
じ
世
帯
で
、
同
じ
月
内
に
一
人

三
〇
、
○
○
○
円
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
は
一
二
、
○
○
○
円
）
以
上
の

自
己
負
担
額
が
複
数
あ
っ
た
と
き
、

そ
の
合
算
額
が
六
三
、
○
○
○
円
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
三
五
、
四
〇
〇

円
）
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
差
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

3
、
多
数
該
当
の
場
合
の
特
例

　
同
じ
世
帯
で
、
過
去
十
二
か
月
の

間
に
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
四
回

以
上
受
け
た
場
合
、
そ
の
四
回
目
か

ら
は
三
七
、
二
〇
〇
円
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
二
四
、
六
〇
〇
円
）
を

超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

4
、
厚
生
大
臣
が
認
め
る
特
定
療
養

　
費
　
厚
生
大
臣
が
指
定
し
た
特
定
の
病

気
（
血
友
病
、
人
口
透
析
を
必
要
と

す
る
慢
性
腎
不
全
）
で
長
期
に
わ
た

り
療
養
を
受
け
る
場
合
、
そ
の
医
療

費
の
自
己
負
担
額
は
一
か
月
に
一
万

円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

交
通
轟
鐵
獺
雛
麹
た
ら

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
第
三

者
か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
は
、
原

則
と
し
て
加
害
者
が
医
療
費
の
全
額

を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

と
り
あ
え
ず
国
保
を
使
づ
て
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

警
察
に
届
け
出
る
と
と
も
に
国
保
で

治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
保
窓
口

に
届
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
加
害
者
と
被
害
者
と
の
話
し
合
い

で
示
談
を
結
ん
で
し
ま
い
、
と
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う

に
示
談
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

保険証は大切に
　国保に加入すると、保険証（正式には「国民健康保険被保険者証」と

いいます）が交付されます。保険証は、国保の加入資格を証明するもの

であるとともに、病院・診療所などで診療を受けるための大切な“受診

券”でもあります。

　保険証は大切に保管し、正しく使いましょう。

保険証の取り扱い注意事項

1離鷲離．．叡5驚瓢礪．．．、，
　　記入事項にまちがいがないかよ　　　　再交付されますので、国保窓口
　　く確かめましょう。もしもまち　　　　に申し出てください。ただし、

　　がいがあったら、必ず国保窓口　　　　本人であることを証明できるも

　　に届け出てください。　　　　　　　　の（自動車免許証など）を持参

　　　　　　　　　　　　　　　　してください。

2鷺熊．．．し．跳6幕灘獣鎧雲．，，

　　誌，＿鋸　　蟹馨黙罐

　　もう1枚保険証がいるとき

　　修学や長期旅行の
　　ために家族と離れ　　、鵠ヶ
　　　ヤ　　　　リ　　　　　　　　　　　ペ　イ

ll総霧韓峯）
　　付されます・　姦

　　貸し借りはしないこと

　　保険証の貸し借りはいけません。

　　罰せられます。

　　　　　　　’熱傷

　　　　　・鰹　　＼、こ二

　　期限がきれたとき

　　有効期限のきれた

　　保険証は使えませ

　　ん。担当窓口で更
鷹卸きをしま鋸

平成6年8月10日広報なかさとお知らせ版5



篤～

騒
響

　
　
　
　
　
　
醗

◇平成6年度基本健診結果◇

自分
）

、

、ってみま

「
貧
血
・
心
障
害
・
肥
満
』

が
三
大
疾
病
／

　
6
月
1
6
日
か
ら
1
8
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
基
本
健
康
診
査
（
6
9
歳
以

下
）
、
受
診
者
数
八
六
一
人
の
結
果
が

で
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
①
に
示
す
と
お
り
疾
病
異

常
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
貧
血
の

一
七
・
八
％
、
次
い
で
心
障
害
一
七
・
．

四
％
、
肥
満
一
六
・
八
％
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ①・疾病異常発見率
　％
2
0

（

17，817．4
16．8

13，512．9

9．5

7．7

4．2

1．0

10

0
動
脈
硬
化

尿
糖
異
常

高
血
圧

肝
障
害

高
脂
血
症

腎
障
害

肥
　
　
満

心
障
害

貧
　
　
血

十
年
前
φ
疾
病
セ

　
　
地
区
別
に
比
べ
3
と

　
地
区
別
に
疾
病
異
常
を
み
る
と
十

年
前
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
変
化
が
み

ら
れ
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
②
）

　
倉
俣
地
区
は
、
十
年
前
、
高
血
圧

が
ト
ッ
プ
で
し
た
が
三
分
の
一
に
激

減
し
、
最
下
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
道
山
、
清
津
峡
地
区
は
貧
血
が

非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
反
対

に
肥
満
は
ト
ッ
プ
で
す
。

　
貝
野
地
区
は
、
貧
血
が
非
常
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

い
状
態
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
、
あ

る
い
は
時
代
に
よ
っ
て
疾
病
構
造
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
生
活
（
労
働
・
休
養
・
食

生
活
）
と
疾
病
が
深
く
関
係
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

高
血
圧
は

十
年
前
に
比
べ
半
減
！

　
も
と
も
と
高
血
圧
対
策
を
目
的
に

は
じ
ま
っ
た
基
本
健
診
で
す
が
高
血

圧
（
最
高
血
圧
一
六
〇
以
上
、
最
低

血
圧
九
五
以
下
）
は
、
グ
ラ
フ
③
に

示
す
よ
う
に
非
常
に
減
少
し
て
い
ま

す
。　
村
民
の
皆
さ
ん
が
血
圧
に
関
心
を

持
ち
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
反
対

に
肥
満
、
高
脂
血
症
、
心
障
害
は
わ

ず
か
で
す
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

15（％）10

グラフ◎・高血圧の割合

　0　　　　5

14．3

…：……………ミ灘…　　　　　　1L7

7．7

S59年

H1年

H6年

前
在
畔
現圏グラフ②・地区別疾病異常

％

20

10

貝
野
地
区

倉
俣
地
区

清
津
峡
地
区

高
道
山
地
区

田
沢
地
区

全
　
　
体

貝
野
地
区

倉
俣
地
区

清
津
峡
地
区

高
道
山
地
区

璽
20

10

0

％

％

20

1

％

20

1

貝
野
地
区

倉
俣
地
区

清
津
峡
地
区

高
道
山
地
区

田
沢
地
区

全
　
　
　
体

貝
野
地
区

倉
俣
地
区

清
津
峡
地
区

高
道
山
地
区

田
沢
地
区

全
　
　
　
体

※10年前はS57～60年の平均値です。
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匿

隔門

〃ん

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
第

　
7
月
1
0
日
㈲
、
総
合
セ
ン
タ
i
前

に
お
い
て
、
中
里
村
消
防
団
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
が
各
分
団
よ
り
ニ
チ

ー
ム
ず
つ
の
八
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

厳
し
い
審
査
の
中
、
み
ご
と
小
原
チ

ー
ム
が
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
き
び
き
び
と
し
た
動
き
、
そ
し
て

放
水
ま
で
の
操
法
の
早
さ
は
、
み
ご

と
の
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
賞
で
は
、
指
揮
者
に

荒
屋
の
樋
口
勝
彦
さ
ん
、
一
番
員
に

荒
屋
の
杉
谷
清
之
さ
ん
、
二
番
員
に

一
位
は
小
原
チ
ー
ム

小
原
の
高
橋
修
さ
ん
、
三
番
員
に
小

原
の
桐
生
正
司
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域

を
守
る
た
め
に
訓
練
を
か
さ
ね
火
災

予
防
に
万
全
を
き
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
も
何
も
か

も
無
く
し
て
し
ま
う
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平成6年8月10Eヨ

ユ
リ
花
の
愛
称
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定

　
中
里
村
切
り
花
組
合
で
は
、
様
々

な
ユ
リ
の
花
を
生
産
し
、
関
東
・
関

西
方
面
の
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ユ
リ
の
花
の
愛
称
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
今
年
の
3
月
に
募
集

し
た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

愛
称
部
門
で
干
溝
の
江
口
恵
子
さ

ん
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
部
門
で
、

高
道
山
の
渡
辺
紀
子
さ
ん
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
7
月
2
8
日
に
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
決
定
さ
れ
た
ユ
リ
の
愛
称
は
「
雪

化
粧
」
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
雪
か
ら
生
ま
れ
た
プ
リ
ン
セ
ス
」

で
す
。

　
こ
の
決
定
し
た
愛
移
と
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、
セ
ロ
ハ
ン
に
印
刷
さ

れ
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
と
い
う
品
種

の
ユ
リ
の
切
り
花
を
包
ん
で
出
荷
さ

れ
ま
す
。

’
￥

㌔鞍、

広報なかさ1とお知らせ版
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清
津
峡
小
学
校
プ
ー
ル
が
完
成
し

7
月
2
3
日
竣
工
式
と
プ
ー
ル
開
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
プ
ー
ル
は
、
2
5
m
の
三

コ
ー
ス
で
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
た

子
供
た
ち
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ

と
、
プ
ー
ル
で
の
注
意
す
べ
き
こ
と

を
児
童
全
員
で
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

続
い
て
五
、
六
年
生
の
児
童
が
模
範

演
技
を
行
い
、
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
、

バ
ッ
ク
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
そ
し
て
最

後
に
個
人
メ
ド
レ
ー
と
す
ば
ら
し
い

泳
ぎ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
待
ち
望
ん
で
い
た
児
童
全

員
が
プ
ー
ル
に
入
り
、
思
い
思
い
の

泳
法
で
水
し
ぶ
き
と
歓
声
を
あ
げ
泳

い
で
い
ま
し
た
。

清
津
峡
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

　
吉
楽
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
の
は
「
臼

籏
史
朗
賞
・
日
本
山
岳
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
三
一
六

人
の
応
募
者
が
あ
り
、
応
募
総
点
数

は
一
、
四
八
三
点
も
の
作
品
が
応
募

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
予
備
審
査
、
二
次
審
査
、

宮
中
の
吉
楽
隆
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン

　
　
ー
簿
欝
窒
　
　
　
　
　
　
　
三
次
審
査
が
行
な
わ
れ
、
二

厳グしリ
冬ラたを
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
写
真
は

の
鳥
甲
山
」
で
す
。

を
獲
得
／

／
リ
を
み
ご
と
吉
楽
さ
ん
は
獲
得
し

匹
　
　
〆
　
》
　
9
0

．羅
灘
．

】
ミ＼

水稲干ばっ被害応急対策
本年の異常渇水による水不足に対し、水田に潅水するために購入

及び借り上げた機械等の経費の一部を助成いたします。

・禰鐡講象範囲 撃業譲の購獲額

ポンプ購入費 80，000円／1台

ホース購入費 7，000円／1台
ポリタンク購入費（500尼以上） 30，000円／500尼

ポンプ借上料 5，000円／1日

ポンプ車等借上料 5，000円／1回

☆購入の場合は新規分のみを補助対象として更新は除かれます。

☆潅水実施必要面積が平成6年度水稲作付け面積の30％又は30アー

ル以上のいずれかに該当する農家を補助対象といたします。

☆補助率は、県及び村それぞれ事業費の％となります。

☆補助事業の申請を希望される場合は、8月17日㈱までに農林課農

業振興係に申し出て下さい。

お間合せは、農林課農業振興係（内線222）まで
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宇根の喜久村家の庭にある高さ（長さ）4m余と6m余もあ

る二株の大そてつです。このそてつの樹令については250年及

至300年といわれているが￥あくまでも推測であって、同家の

家譜にもそてつに関する記録は何もなくロ碑も伝わっていま

せん。喜久村家の二世宮平親雲上潔庸と比屋目指（栄野元家

の祖）が真謝から移転してきて、現在地に居を構えたのが宇

根村の始まりで、その後次々と宇根の1日部落から移転してき

て￥慶安元年（1648）ごろには人ロ400人にも達していたと伝え

られています。この宇根村創建のころに植えられたのなら1990

年で樹令359年になります。一方喜久村家の六世潔聡のときに

（1756年）。宇根・真謝の屋敷林の雑木を伐り払って￥樫木、

福木を植えたとありその時に庭を作ってそてつを植えたのな

ら230年余りになります。何れにせよこのそてつの樹令ははっ

きりしていません。

．暫　織

雪
講
写
糞
懸

　
　
　
　
探
麟
薫
燐
霧
す

　
県
で
は
、
県
内
外
の
小
学
四
年
生

に
配
布
す
る
「
雪
の
読
本
」
に
使
う

写
真
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し

て
い
ま
す
。

◇
三
八
豪
雪
、
五
六
豪
雪
な
ど
大
雪

　
の
年
の
写
真
。

◇
雪
崩
な
ど
雪
害
の
写
真
。

◇
冠
雪
、
雪
マ
ク
リ
な
ど
珍
し
い
雪

　
の
現
象
の
写
真
。

◇
昔
な
が
ら
の
雪
国
の
暮
ら
し
の
写

　
真
。

◇
子
供
た
ち
の
雪
遊
び
の
写
真
な
ど
。

◎
写
真
使
用
の
際
は
、
提
供
者
の
名

　
前
を
付
記
い
た
し
ま
す
。

◎
写
真
は
後
日
返
却
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
お
貸
し
く
だ
さ
る
方
は
、
九
月
末

日
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

〒
蜘
　
新
潟
市
新
光
町
4
1
1

新
潟
県
庁
地
域
政
策
課
　
雪
対
策
室

費
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

国民年金Q麟盛
Q　l会社繋厚生集金騰翻入膨蓬嫌まし掩が．転職を希望し驚退職

穫ま監た、1

　再就職も3が潟後鷹内定琶驚疑ますが讐の窒白の期間は国民

集金に加入し認保険料を納めな健れぼ塾儲な糖懸しまうが◎

A　l再就職までの間も国鐵集金庭加入し嶽け総ば塗ゆ豪懸ん。

　わ離国の舘金制度認は、艶歳が鰯⑧歳腱懸る諜灘の闘は必ず．

何謬がの集金制度庭撫戴拶、保険料を納め陰け癒ぽ鞍ら姦樋こ

灘凝醗》癒叢輔き塗。誘べ誕の園難瀞蕊歳磁絵蓼灘と慧磁受げる

集金ぽ、麗歳溺鍵鐙◎歳藻懸の翻隼闘懇灘繋滋蓼櫨継める滋覆懸

溝額懸繋醗麟灘巻諜勝騰懸蓼癒礁る嫡藁鑛懸塗。

　蓬の場奮、霧就職馨耀羅が縷鑑舘登羅魏戴塗巻離建との置鰹

認塗溺．懸の闘鐵灘撚一輔溺懸懸團舞繋金壷漆纐鼓移認繰険料鞍

繍繊鞍犠総縷懸懲霧懸灘．黎謙嬢．翻獲駒驚欝墾藤幾闘雛と覇．

勝懸のぽ麟磯叢懸滋の懸叢懸癒の窓繭懸團幾集議勲戴⑳藩続き

懇難叢講鐵瀦

　
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

地
域
の
発
展
を
に
な
う
優
秀
な
情
報

処
理
技
術
者
を
養
成
す
る
施
設
で
労

働
省
、
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
も
の

で
市
町
村
及
び
企
業
・
団
体
で
構
成

す
る
「
新
潟
情
報
処
理
開
発
財
団
」

が
第
一
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

入
学
願
書
受
付

　
9
月
1
日
よ
り
受
付
開
始

募
集
定
員
（
全
目
制
一
一
年
）

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
五
十
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
　
　
五
十
名

　
O
A
秘
書
科
（
短
期
）
　
二
十
名

求
人
受
付
　
6
月
－
日
よ
り
受
付
中

平
成
7
年
3
月
求
職
予
定
者

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
十
三
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
　
三
十
二
名

問
合
せ
先

　
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

〒
㈱
　
小
千
谷
市
上
ノ
山
4
－
4
－
2

暦
0
2
5
8
1
82
－
8
2
8
2

　
カ
ー
ボ
ン
製
の
錐
畷
零
は
電
気
を

通
し
や
す
い
の
で
、
電
線
に
触
れ
る

と
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
お
子
さ
ん

に
も
注
意
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
事
故
や
台
風
な
ど
で
切
れ

た
電
線
も
危
険
で
す
。
切
れ
た
電
線

に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
東
北
電

力
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
智
52
－
3
1
0
7
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

　
十
日
町
実
業
高
撰
で
ぱ
、
県
教
育

委
員
会
の
指
導
の
も
と
「
学
校
開
放

講
座
」
と
し
て
社
会
人
を
対
象
と
し

て
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
本
講
座
は
、

県
教
育
委
員
会
主
催
の
い
き
い
き
県

民
力
レ
ッ
ジ
の
一
環
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。

実
施
目
時

　
9
月
1
9
日
か
ら
1
0
月
2
0
日
（
予
定
）

　
午
後
7
時
か
ら
9
時

実
施
場
所

　
十
日
町
実
業
高
等
学
校
　
コ
ン
ピ

　
ュ
ー
タ
ー
室
（
工
業
科
棟
）

内
　
　
容

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
及
び
一
般
的
な

　
ソ
フ
ト
に
触
れ
る
。

受
講
対
象

　
｝
般
成
人
　
四
十
名
程
度

受
講
料
　
一
、
○
○
○
円

申
込
万
法

　
8
月
31
日
締
切
り

　
往
復
は
が
き
に
つ
ぎ
の
事
項
を
記

　
入
の
上
、
申
込
下
さ
い
。

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

　
パ
ソ
コ
ン
使
用
歴

　
〒
螂
　
十
日
町
市
高
山
四
六
一

　
十
日
町
実
業
高
等
学
校
　
開
放
講

　
座
係
ま
で

　
使
用
済
乾
電
池
回
収
箱
は
、
次
の

9
カ
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

設
置
場
所

　
・
中
里
村
役
場

　
・
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
田
沢
小
学
校

　
・
中
里
中
学
校

　
・
中
里
農
協
貝
野
支
所

　
・
倉
俣
診
療
所

溝囲幽自然運動公園ま翁り
名物ウナギのつかみど嬢＆雪遊びが雄きる謙

⊥
ロ
同
道
山
小
学
校

・
清
津
峡
小
学
校

・
清
津
峡
小
学
校
土
倉
分
校

　　　　　　　諺

お盆の猫囲は、家族そじ廼帰省の

癒蔭一繕健清團幽健遊び縫騎羅勃露

犠ひ勲②謹繍が雪を蓼か蓼驚の繍一

幽糟ウ歩盤のつが謬ど嬢健参魂縷て

峯一◎

團時　8翻猫團㈱

　護麟麹蹴驚
会場　溝團幽薗然運動公園

内容　ウ繋羅の蓼か謬謹璽

　雪遊び等

奎夫早久肇子貧験謁聾（芋沢）⑪

一生懸命に家の中を動き回って

いる元気な涼介くんは、果物が大

好き。中でも特にバナナが大好き

とのこと。

お田さんと一緒にオモチャの車

やロボ・．ソトでいつも楽しく遊んで

います。そしておねえちゃんと遊

ぶのも大好き。でも、自分の思い

どおりにならないときは￥チョッ

トすねてしまうこともあるそうで

す。

圏．ユ藤遊・盆踊り懸ス羨響讐獲撚辮

　
　
　
　
イ
塁

　
　
　
　
力
禦

　
　
　
場
一
　
、

　
　
時
車
ホ
節
唄

　
　
を
o
駐
、
階
盆

灘
灘
霧

　
鱗
8
モ
ず
の
、

　
周
後
一
ら
、
頭

　
8
午
ユ
か
節
音

り

鰻
、
馨

☆
目
　
場
内

☆民謡流し

日　　時　　8爲鷺5囲｛穏｝　聖

　　午後7蒔45分一9騰
場　漸　総含セン鐸一葉含

コース　総禽セン翻一紬叢幽集藩趣聾甥一蘭櫛

　　村道囲沢幽瞳線織ユー懸一鐵駐車場ま認
内容鱒璽畜頭．甕鳶盆唄認罵謡流磁。

※民謡涼iじ終了後、ユ・一遜一・灘駐糞場驚蓬盆踊嬢

を行糖ます。

民謡流しのため、次のところ

が交通規制となります。
R

交通止区間 コに到口墨「］
　　　　　R“7

ロロドロロ　ロロロロロロロロロロロロ　ロロロロロロロロロ　ロロロロロロロロロロリ　　りのドコリロコロ　ロドドロつ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：お詫び二児童画廊については、都合により：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　今月号は休ませていただきます。i
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

下記のとおり東北大学農学部、

大泉一貫助教授を講師に迎え講演

会が行われます。

農家に限らずどなたでもお気軽

にご参加ください。

◆

テーマ「一点突破で元気農業J

　　（農村を元気にするための処万箋）

日時8月23目（火）

　　　午後1時30分～

会場中里村総合センタ｝

10



新潟県職員採用中級・初級試験・

小中養護学校事務職員採用試験・小中学校栄養職員採用試験

●職　　種

　中　　級二診療放射線技師．臨床検査技師、司書￥栄養士

　初　　級二一般事務、警察事務、士木、農業士木￥林業、電気

　学校職員二学校事務職員・栄養職員

●受験手続き

　受験申込用紙請求先

　　〒950　新潟市新光町四番地一　県庁内新潟県人事委員会事務局

●受付期間　7月22目から9目1日まで
●試験日　9月25日（日）

●試験地　中級・小中学校栄養職員については、新潟市

　　　　　　初級・小中養護学校事務職員については、新潟市、長岡市、上越市、佐和田町

●問合せ先　新潟県人事委員会事務局　智025－285－5511（内線3584￥3585）

新潟県職員（看護職員）揉用選考考査受験案内

●考査区分及び職種　上級二助産婦　中級二看護婦・看護士

●受験資格

　・助産婦

　　　昭和34年4目2日以降に生まれたものであって、助産婦の免許取得者又は平成7年に

　　　行われる助産婦国家試験により免許取得見込みの者。

　・看護婦及び看護士

　　　昭和34年4月2日以降に生まれたものであって、看護婦（士）の免許取得者又は平成7

　　　年に行われる看護婦（士）国家試験により免許取得見込みの者。

●受験手続き

　受験申込用紙請求先

　　〒950新潟市新光町四番地一　県庁内新潟県病院局総務課職員係

　申込万法

　　受験申込書に所要事項を記入のうえ押印し、受験票、郵便はがきに必要事項を明記のう

　　え所定の写真及び50円切手を必ずはって病院局総務職員係に直接持参するか郵送して下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
作
い
郵

韻
譲
腿
昭
行
醗
昭
年
叢
覇
叢
騨
騒
暢
昭
は
こ
終
磐
昭
法
岐
昭
取
叢
覇
馨
び
轟
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
新
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
●
●

1間　7月22日から9月1日まで

時及び会場　日時：9月25日（日）午前8時30分から　会場二県庁講堂及び大会議室

先　病院局総務課職員係　智025－285－5511（内線3664、3665）

職員（学芸專門員・理学、作業療法士・技師）採用選考考査受験案内

格

専門員

1和34年4目2日から昭和48年4月1Eヨまでに生まれたもので学芸員の資格取得者又

平成7年3月31臼までに資格取得見込みのもの及び大学又は大学院の史学科その他

れに準ずる学科において日本史又は日本民俗に関する科目を履修し、卒業若しくは、

・了した者又は平成7年3月3旧に卒業見込み若しくは終了見込みの者。

療法士・作業療法士

和34年4月2日から昭和49年4月1日までに生まれたもので、理学療法士・作業療

士の免許取得者又は平成7年に行われる国家試験により免許取得見込みの者。

師

和34年4目2日から昭和50年4月1日までに生まれた者でボイラー技師一級の免許

得者。

続き

込用紙請求先

0新潟市新光町四番地一　県庁内新潟県人事委員会事務局

法

申込書に所要事項を記入のうえ、学芸員資格を有する者は学芸員資格証明書の写し、

・作業療法士の免許を有するものは免許の写し、技師は免許の写しを一緒に提出し

さい。

、郵送で申込をする場合は、封筒の表に「選考考査受験」と朱書きして下さい。

間　7月22日から9目1目まで
時及び会場　日時二9月25日（日）午前9時から　会場二新潟大学教養校舎

先　新潟県人事委員会事務局　智025－285－5511（内線3584、3585）

臨
“

菱／齋擁旱長女｝倉俣

笑誠｛藤田募ゆ豫矧宮中

聾／山本勝綾利長女｝通り山

蓄制遠田紀茎子長男｝田沢

藪色／山田畢代旱二男｝倉俣

憂美｛金子乱濠長女｝東田沢

雌手｛小林由肇子二女｝荒屋

美轟｛樋・離長女｝山崎

饗｛桑原明博美長女｝東田尻

耀／富壕詳長女｝市之越

膠箪｛山稽導長男｝堀之内

笑轍中島さ稿長男｝堀之内

発剣石澤裕司子長女｝田中

樋ロキク（95）荒屋
※掲載を希望しない方は届け出の際に
　申し出てください。　　　　　．

◎子嘗がん・乳がん検診

　＄月2銀
　蕃讐輝ん、鑑慰病院産婦夫科

　　　　　　　　　131◎鰹縫3聡0受付

　乳溺ん　塞村病院外科

　　　　　　　　　躍◎偽遜4i3◎受付

◎妊婦健診・母親撃級

　8月憩瞬　盤癒病院産婦人科

　婬嬬健診　歪310態畷3：舗受付

　母親学級　婬娠璽の栄養

◎乳幼児健診

　8月麗瞬　3歳児健診

．対象蔓H3．4．1～整匿3．7．31生）

　保健センター　銘1◎鰹遜3認O受付

平成6年8月10日広報なかさと11



．灘 　
㎜
ん
｝
さ
㎜
え
…り

代
　
由
沢
落
瀬
集 青春してます

　8月10日～8月26目

カレンタ“一
昭和49年9月12日生まれ19歳

10ωO

11休）

12働
心配ごと相談日（山田虎一〉　合デイサービ

スセンター　013：30～16：00

13ω

14（日） ユウ・遊・盆踊り　合ユーモール駐車場
020：00～22：00

15（月）

清田山自然運動公園まつり　合清田山自然
運動公園　（D10：00～15：00

村民野球大会　合中里中学校グラウンド

ユウ・遊・盆踊り（民謡流し）　合総合セン
ター　（D19：45～21：00

16㈹

17㈱

18休） みのり学園　合総合センター　（D9：40～

19働
妊婦健診・母親学級　合上村病院
（！）13：00～13：30受付

心配ごと相談日（村山篤稔）　合デイサービ

スセンター　013：30～16：00

20仕）

21（日）

22（月）

23㈹
子宮がん検診　合上村病院
（D13：00～13：30受付

乳がん検診　合上村病院
（D14：00～14：30受付

24㈱

25休）

26働
3歳児健診　合保健センター
∈）13：00～13：30受付

心配ごと相談日（山本ケン）倉デイサービ
スセンター　（D13：30～16：00

※饗蔓蕪巻場奢藻お観ま叢。御翻の檬馨磯認蓬

　　　　　　　おi難鐵難、難蒙撲。

星座乙女座
血液型A型
身長171cm
　りえさんは、現在、ハイロード

中里にお勤めです。

趣味は、ドライブとバスケット

ボールとのことですが、ドライブ

は友人と一緒に行きたいのですが

休みが違うので、一人で近くを走

っているとのことです。

バスケットはこれから仲間をつ

くりがんばりたいと思ってます。

夢は、22歳か23歳で結婚して幸

せな家庭を築きたいとのことでし
た。

⑳川西町診療所騨丙幣

⑳津南病院鷺南柵
⑳古藤医院鷺謂1
⑳中条病院禅碕鴇1
⑭㊦山・医院響箭甥
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▼
「
す
ぐ
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の
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」
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い
う
声
が
あ
ち
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聞
こ
え
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よ
う
に
な
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ま
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。
お
盆
に
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客
迎
え
る
家
で
は
、
女
性
人
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大
忙
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に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
体

調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
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　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

数
　
ロ

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

17件

0人

18人

626日

7月末現在
（）は前月比

人ロ男3，349人（＋9）女3，355人（＋8）計6，704人（＋17）　世帯数1，641（＋1）
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